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概要 
平成 29 年 4 月 1 日，積雪寒冷地における，持続可能な住環境の構築に資する技術の開発及び人々の生活
環境を支援・向上することを目的に，既存の「寒地環境エネルギーシステム研究所（平成 24 年 4 月 1 日開























































































































































































































































































































表 3 ハイスピードカメラの仕様 







真 4 に，雪粒子を追尾した解析結果を図 5 に示す．
なお，撮影速度は 1,000fpsであり，PIV/PIV解析ソ
フトウェアには FlowExpert（カトウ光研）を用いた．

















写真 1 自然雪風洞装置の概要 
写真 2 自然雪の供給状況 
図 5 撮影した映像と雪粒子を追尾した解析結果 



























PVG Solutions 株式会社（平成 28 年 8 月 1 日より
(株)北海道 PVGS が継承），フジプレアム株式会社，



































































図 7 追尾式両面太陽光発電システム 
表 4 実証試験の評価項目  




































































図 8 気象観測設備 
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 図 10 に 2015 年 11 月～2016 年 10 月に観測され
た月別発電量，全天日射量および降雪量を示す．な
お図中の“固定式”は 33 度傾斜の固定式片面 PV，
“追尾式”は積雪回避機能を有する追尾式両面 PV
の発電量をそれぞれ示している．追尾式両面 PV の
年間発電量は 9,180 kWh，設備利用率は 23.6 %であ
り，これらは固定式片面 PVの約 1.5倍に相当する．













































































図 9 降雪時の発電設備の様子 
図 10 月別発電量（2015年 11月～2016年 10月） 
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(3) Anno, Y., Tomabechi, T.: Development of a 
snowdrift wind tunnel, Cold Region Science and 
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